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最先端を走っている製品だからである。また， 87年2月1:ニ 1 ーヨーグにおいて開催さ
























92 (472) 第 139巻第6号
のトムソン・セミコソダクター(iL)と SGS(伊〕との国境を越えた合併の発表や，東芝




第5章(鬼塚論文〉は， 英国のカラー TVを中心とした民生用電子機器産業， また
第 6章(松尾論文〕は EC諸国への輸出基地として大きな役割を演じているアイルラ
ンドの電子産業に関する論稿となっている。第6章の松尾論文で使用さわしている「超小













































2) C. P. Lim and L. P. Ping，“The Role of Japanese Direct Investment in Malaysia "， Occa. 






94 (474) 第 139巻第6号
主導権をフィリップスが握る羽目となってしまったため(フィ日ップスの出資比率は当
































として評価されるべきものであるu しかしながち， セy トf機器〕メーカ の海外進出
t ICを中むとした宮z子部品メーカーのそれとの係わりやそD相違についての論及はほ
とんどなされていない。これは本書D一つの欠陥といわざるをえないだろう。アジア諸
国への進出において比較的多くみられるように，電子部品メーカーの海外進出がセット
メーカーの進出によって拡大した現地市場を目当てになされる場合も数多〈存在してい
る。セットメーカーと部品メーカーD海外進出の形態やそり目的は必ずLも同-(J:)もの
とはいえないため，電子産業の海外進出にかんし考察する場合には，その二つりグルー
プを分けて考察する視点も必要とされる芭あろう o
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